総会抄録 by 柳沢,文憲 et al.
;_2398ー 千葉医学会雑誌 第 35巻 
10. 右型心電曲線と，右脚ブロック曲線について 12. 教室に於ける小児の手術
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われわれは，心電曲線上心室群によってしめされ 岩塚油雄，飯島嘉之，松崎 功
る型曲線のうち，とくに，右型曲線(従来，右肥大 牧野耕治(中山外科〉
曲線と呼ばれるものも含めて)をしめす例，ならび 従来小児の外科は Risiko・Chirurgie(危険である 
l乙，心位にかうわらず， SIの巾が広く，かっ， 外科〉といわれ，いやがられていたが，手術手技， 
QRS時聞が 0.12秒を越え，従来は，予後きわめて 麻酔，補液の進歩により小児の大人との病態のちが
不良と考えられた右脚ブロック像をしめす例をえら いを分別することによって最近は安全になりつうあ
び， Ecg的には， Ventricular gradient，および， る。
胸誘導における，とくに， V3R，V1，V2の近接様効 われわれは中山外科教室で経験した小児の手術の
果を，さらに，臨床的，ならびに，血行力学的概念 全貌を明らかにし，その統計的観察を中心にして発
を加味して，両者を対比した。右型曲線をしめす例 表する。小児の手術別および年令的統計，小児手術
には，まったく健常な例，右心民力学的負荷を推定 例の疾患別統計，小児麻酔の種類および使用別につ
する例，さらには，逆K，高血圧例の初期，あるい' いてのべる。
は，老年の高血圧例などのさまざまな病態をみる。 なお， 1，2の死亡例を検討することにより，小児
一方，右心に負荷過重のある例で，右脚ブロック像 の手術の困難性について叉その対策の重要性を指摘
にきわめて近似の，あるいは，移行的な所見をみ し，つ Yいてわれわれが経験した比較的面白い症例
る。これらの点から，右型曲線と，右脚ブロック像 を供覧する。
との類似性，および，相違点について検討した。 
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最近教室で経験した男子性腺不全症の臨床像並び
国立千葉病院外科l乙於いて最近 5カ年間に経験し にその検査成績を述べる。多くは高ゴナドトロピ
た小児外科の症例(15才以下，整形外科的疾患を除 ン性のもので尿中ゴナドトロピン排世量は 16~128
く)442例について統計的観察を試みると共に， 手 m. u. u.以上， 17 KS 4.6~13.7 mgjday，性クロ
術例については麻酔及び術前術後の管理を調査検討 マチンは何れも男性型であった。宰丸は定型的な
し，今後の治療方針確立の資料としたので，ここに 精細管のヒアリン化，間質細胞の増殖を示した。
報告する。 其の他低ゴナドトロピン性のもの。所謂“ferti1e
.~疾患別には急J性虫垂炎 214例 (48.4%)，ヘルニア eunuchs"の症例もあった。 
127例 (28.7%)が圧倒的に多く，ついでイレウス 質問御園生雄三(婦人科) 
24例 (5.4%)，匹門疾患 12例 (2.7%)，破傷風6例 吾々の婦人科領域lとおける不妊症の調査において 
(1.3%)の}I買となる，諸家の統計に比して腹部臓器 男性因子が可なり多く発見されている。無精子症又
の先天性疾患は少ない，年令別に新生児，乳児，幼 はそれに近い症例に対する療法についてお伺いした
児前期，幼児後期，学童期以上と分けると，新生児 い。吾々の経験では男性ホルモン，下垂体性ゴナド
は極めて少なく学童期以上のものが過半数を占め トロピンは ζれらの症例にはあまり有効とは云えな
る。麻酔法としてはエーラルによる開放点滴麻酔， い。
及び腰麻が大部分である。終りに臨床上興味あると 応答島崎 淳
思われる 2，3の症例を報告する。 男子性膜不全症に対して Fertileをのぞむのは困
難である。一般の無精子症に対しては教室でも種々
の療法を試みているが，まだ決定的なものはない。 
